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生徒が主役の学校 

以前にもお伝えしましたが。学校は常に

生徒たちが主役であるべきです。このこと

については以前、コミュニティースクール

の運営委員の方からも同じようなご意見を

いただきました。日々の授業はもちろんの

こと、部活動においても生徒たちが中心と

なって取り組むことで充実したものとなり

ますし、学校全体が生き生きとしてきます。 

また、生徒会執行部を中心に、専門委員

会や代議委員会において、学校がみんなにとって、過ごしやすくやりがいのある場となるよう、

取り組んでくれています。９月１日に『生徒会だより』が配付されましたが、自分たちの生活

や思いについて等がよくまとめられていましたので、内容について再度紹介したいと思います。 

 まず、「Ｒ４年度年間スローガンである『お互いを認め合い 広げよう思いやりの輪』を、ど

のような場面において意識していきたいと思いますか？」といった問いに対し、素晴らしい意

見が多く出されていて感心しました。それは、「普段の授業で周りの人と交流するとき」「意見

を出し合う場や発表するとき」「班活動など日常の活動の場面」「日々の生活で人と関わるとき」

「けがや体調不良などで相手が困っているとき」「体育祭や文化祭など、みんなで協力し合うと

き」「新しく出会った人と協力するとき」等で、どれも周りの人を慮る気持ちが表れています。

自分たちの生活環境や居心地を良くするためには、まずは相手を大切にすることが大切だとい

うことを、生徒たちはちゃんと知っています。このことは、何よりも嬉しいことです。 

 また、「あいさつができていますか？」との質問

には、９７％の生徒が「できている」と答えていま

す。このことも、互いに相手を大切に思っているか

らこそ、実践できていると思います。最近、学校を

訪問される多くの方から「生徒たちのあいさつが

素晴らしく気持ちが良い」とお誉めの言葉をいた

だきます。このことは内部地区の方々の「他者を大

切にする」という気持ちが、生徒たちに伝わってい

ることが大きな要因だと思いますが、それ以外にも、生徒たちが仲間や周りの人を大切に思い、

その思いをあいさつで伝えることの大切さや気持ち良さを体感しているからだとも思います。 
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生徒たちは、自分たちの課題についてもちゃん

と認識しています。「交通ルールを守って登下校で

きていますか？」の質問に対し、１４％の生徒た

ちが「できていない」と答えています。自分がしっ

かりとできていないことは、ちゃんとわかってい

るのです。わかっていてもなかなか改善できなか

ったり、ついいい加減になったりしてしまうのが

人間です。ですから、表面に書いたように委員会

活動や仲間同士で声をかけ合ったり、自分の毎日の行動を振り返ったりすることが大切です。 

交通安全については、残念ながら地域の方等より繰り返しご助言や苦情をいただいています。

先生方からも繰り返し注意してもらっています。しかし、「先生が注意するから改善する」では

なく、上記のように自分たちで気づいたことを、自分たちで意識して改善することが重要です。

特に、「自分の生命や身体を大切にする」「他者の生命や身体を大切にする」といった部分を、

根底として考えることができれば、きっとマナーやルールを守って行動できると信じています。 

このことは、交通安全だけでなく、日常生活のすべての場面において同じことが言えます。 

 

三泗小中学校 第６３回科学展 第４１回社会科作品展 

夏休み中に、多くの生徒たちが部活動等で活躍したことについては、これまでの学校通信で

お伝えしてきました。それ以外にも勉強や自由研究にしっかりと取り組んだ生徒もたくさんい

ます。９月１０日（土）、１１日（日）、１２日（月）に、四日市市文化会館の第一展示室にて、

みだしの展覧会が開催されました。本校から選ばれて出展した生徒を紹介します。（敬称略） 

【科学展】〔自由研究〕岩田悠希（２年） 

〔課題研究〕種瀬心愛（２年）、木村心（２年）、米田燈子（１年）、宮澤咲乃（１年） 

【社会科作品展】原 崚吾（１年）、空 千尋（２年）、玉井桃果（２年）、北澤芽依（２年）、 

岩田悠希（２年）、西 雛花（２年）、稲吉洸貴（３年） 

 
除草作業ご協力のお願い 

既にご案内しましたように、９月１７日（土）に、校内除草作業を行います。既に多くの保

護者の方にお申込みいただき感謝しております。表面の写真のように、生徒たちも自分ででき

ること（環境整備）にはしっかりと取り組んでくれています。当日は、生徒だけではなかなか

できない部分についてお願いできればと考えています。どうぞよろしくお願いいたします。 

締め切りは過ぎましたが、ご都合がつきましたら当日でも構いませんのでご参加ください。 


